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画像を log2 N 枚の画像から得ているo さらにこのシステムのボトルネックである投影パターン用マス
クをエレクトロオプテイカルなデバイスである液晶パネルで実現し，高精度で、かっ信頼'性の高いシステ
ムを作り上げている。さらに，照明や物体表面の模様の影響によるコード化誤りに対処するためのネガ・
ポジ相補的な投影パターンの有効性や，サプピクセルレベルでの高精度化に対処するための投影マスク
の半ピッチずらし、法やパターンエッジ位置の内挿法の有効性を明らかにしている O 得られた距離画像の
特性は従来の三次元画像に比較して優れた性質を有しており，画像計測，ロボットビジョンの分野に大
きな貢献をするものであるO
距離画像の認識に関しては，従来試みられていなかった「曲面物体で，かっモデルを持たない未知シー
ン」を対象とし，二次曲面とその境界の特徴解析から面をノードとしエッジをアークとする面ネットワー
クによる三次元シーンの記述法について述べている。実際に計測された距離画像に対し，局所形状に基
づく曲面・平面のセグメンテーションを行い，面ネットワークを記述し，従来の濃淡画像からは認識が
不可能であった曲面物体のシーンを定性的に記述している。また面ネットワークの解釈に関して，実世
界におけるヒューリステイクスの IF-THEN型ルールによる知識表現およびプロダクションシステ
ムによる推論を計算機上で実現している。これにより複数の曲面物体を含むシーンから，特定面，物体
の構成と形状，物体間の位置関係の認識を行っている。
以上，本論文は距離画像の計測から認識までを新しく開発したシステムに基づいて考究し，距離画像
が三次元シーンの認識にとって有効な手段であることを実証することによって，コンピュータビジョン
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の研究に新しい知見を与えたものであり，博士論文として価値あるものと認める。
ハU
